
　
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、
増
加
を
続
け
て
い
る
認
知
症
。
65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が

認
知
症
か
そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
は
、
早
期
診
断
・
早
期
対
応
が

と
て
も
大
切
。
市
で
は
、
平
成
30
年
4
月
か
ら「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」を
設
置

し
、
そ
の
対
策
強
化
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

健康だより

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
は
、
医
師
、
作
業
療
法
士
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
な
ど
の
専
門
職
。
市
内
に
８
か

所
あ
る
介
護
や
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
で
あ

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
市

内
全
域
を
対
象
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
記
憶
力
や
注
意
力
、
判
断
力
な
ど
の
認
知

機
能
の
低
下
を
招
く
認
知
症
は
早
期
診
断
・

早
期
対
応
が
肝
心
で
す
。
認
知
症
の
診
断
が

遅
れ
る
と
、
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
時

期
が
遅
れ
る
だ
け
で
な
く
、“
自
分
は
ど
の

よ
う
な
支
援
を
希
望
す
る
の
か
”と
い
う
、

本
人
の
判
断
す
ら
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
は
、
認
知
症
の
人
や
認
知
症
の
疑
い
の
あ

る
人
、
ま
た
そ
の
家
族
を
早
期
の
段
階
で
支

援
し
ま
す
。
は
じ
め
に
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
疑
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
を
訪
問
し
、

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
住
ん
で
い
る
地

域
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

４
月
か
ら
活
動
を
開
始

事業所名 所在地 電話番号（0287） 担当地域
地域包括支援センター寿山荘 住吉町5-10 62-9655 黒磯地区、厚崎地区の一部

稲村いたむろ地域包括支援センター 東原166 60-3361 稲村地区、高林地区

地域包括支援センターあぐり 鍋掛1416-3 73-2550 豊浦地区、厚崎地区の一部

地域包括支援センターさちの森 野間453-23 60-1333 鍋掛地区

地域包括支援センター秋桜の家 大原間83 65-2972 東那須野地区

西那須野西部地域包括支援センター 上赤田238-658 37-8183 西那須野西部地区

地域包括支援センターとちのみ 井口533-11 37-1683 西那須野東部地区

しおばら地域包括支援センター 下田野282-6 35-3745 塩原地区

　

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？

　
支
援
チ
ー
ム
の
目
的
は
？

　
対
象
に
な
る
の
は
ど
ん
な
人
？

�　
自
宅
で
生
活
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
市
民

で
、
認
知
症
の
人
ま
た
は
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
人
の
う
ち
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

①
認
知
症
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ

　
ス
を
受
け
て
い
な
い
人
ま
た
は
中
断
し
て

　
い
る
人

②
認
知
症
に
よ
る
症
状
が
強
く
て
、
ど
う
対

　
応
し
た
ら
よ
い
か
困
っ
て
い
る
人

※�

気
に
な
る
人
は
、
左
の
チ
ェ
ッ
ク
表
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
高
齢
福
祉
課　
☎
０
２
８
７（
62
）７
３
２
７

本

◆相談先（地域包括支援センター）一覧

認知症高齢者
万人

462

認知症予備群

健常者
万人

2217

13％

72％

万人
400

％15
％28

65歳以上の高齢者における認知症の現状

平成 24年時点）出典：厚生労働省資料
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認知症高齢者数の将来推計

「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以
上の高齢者数について　　厚生労働省

家族の“気付き”で早期発見

認
知
症
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
心

配
な
こ
と
を
確
認
。
そ
の
上
で
状
況

地域包括支援センター

市高齢福祉課
相談・日常的な支援

支援を依頼

連携

認知症の高齢者は今後も増加していくと予想されています

初期集中支援の流れ
認知症初期集中支援チーム

地域包括支援センターと連携しながら、認知症
の進み具合に関わらず、速やかに対応します。

医師
医療の診断、治療
の提案をします。

作業療法士
認知症の進み具合を評
価し、本人が望む支援
を提案します。

高齢者の生活をサポートします。

家族の介護に携わる人の交流・情報交換の場

▶問い合わせ
　しもつかれいど（児玉）　☎ 090（4006）8739

認知症についてもっと知りたい人へ

ケアラーズカフェ認知症サポーター養成講座
ところ とき

小規模多機能型居宅介護事
業所ぬくもり
（三島4-28-2）

毎月第2月曜
午前10時～正午

三島公民館
（東三島6-337）

毎月第4月曜
午前10時～正午

さわやかなすしおばら館
（西朝日3-4）

毎月第4金曜
午後1時～3時

　認知症サポーターとは、認知症に対する正しい知識、認知症
の人への声掛けの仕方などを養成講座で学び、認知症の人やそ

の家族を温かく見守り応援する人のことです。市
内には、約 5,000人の認知症サポーターがいま
す。サポーターが増え認知症に対する理解が進
むことで、暮らしやすい地域づくりにつながりま
す。養成講座は、団体などの希望を受け随時開
催しています。詳しくは、本高齢福祉課に問い
合わせてください。

　本人は気付きながらも、認めたくない気持ちになる
のが認知症の特徴の一つ。認知症の早期発見には、
家族など身近な人の“気付き”が大切です。認知症が
疑われる時は、早めに医療機関の受診を勧めましょ
う。
　本人が受診を嫌がることもあります。そのときは、
無理強いせず、本人が信頼するかかりつけ医や地域
包括支援センターなどに相談してみましょう。

家族がチェック！　認知症が疑われるサイン

直前にしたことや話したことを忘れてしまう
同じことを何度も言ったり、聞いたりする
�置き忘れやしまい忘れが増えて、いつも探し
ものをしている
今まで好きだった趣味などへの興味や関心が
なくなった
外出したり、人と会ったりするのをおっくう
がり、嫌がるようになった

専門的な支援

連絡

本人・家族や近隣の人

主任介護支援専門員
介護サービスにつなぎ、
必要なサービスを調整し
ます。

に
合
わ
せ
て
、
病
院
の
受
診
や
サ
ー
ビ
ス
利

用
、
家
族
の
介
護
負
担
軽
減
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、
周
囲

の
理
解
と
気
遣
い
が
大
切
で
す
。
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